
学校名 奈良市立鶴舞小学校 

 

活動のテーマ 
地域との豊かなつながりのなかで、ＥＳＤの理念に基づく防災教育を実践することを通

して、『自ら学び考え、高め合う子』を育成する。 

主な教科領域等 教科領域（生活科、総合的な学習の時間、理科、社会、国語、特別活動） 

活動に参加した児童生徒数 （     全学年 ３１３人  

活動に携わった教員数      ２２人 

活動に参加した地域住

民・保護者等の人数 

   ２６５人 【〇保護者 245 人・〇地域住民 20 人）】 

※児童生徒・教員以外で活動に参加する人の区分に丸をつけ、人数をお書きください。（複数可） 

実践期間  西暦２０１９年 ５月 ８日～  西暦 ２０２０年 ２月２８日 

想定する災害 

※該当するものに丸をつけてください。複数可。 

〇地震 ・ 津波 ・ 台風 ・ 洪水 ・ 河川氾濫 ・ 土砂 ・ その他

（              ） 

活動報告 

１）活動の目的・ねらい 

活動の目的 

・避難所キッズスタッフとして、支援する側としての自覚と責任を持ち、進んで人のために役立とうとする意

欲を育てる。 

・キャリア教育の一貫として、避難所キッズスタッフとしての活動を地域の方と協働することを通して、自ら

の役割や地域とのつながりを考える。 

・「ぼうけんの森」の間伐材が災害時の薪燃料として活用できることを知り、ぼうけんの森の整備活動が環境を

守るだけでなく、防災にもつながっていることを理解する。 

・防災教育を中心に環境教育・世界遺産学習・人権教育・キャリア教育などがＥＳＤの教育理念により、連続

性を持った取組となるようにこれまでの教育活動を地域との協働に基づき再構築する。 

活動のねらい 

・ＥＳＤの教育理念に基づく教育活動として、防災教育を通して、命の大切さを学び、進んで地域に貢献しよ

うとする意欲を高め、『自ら学び考え、高め合う子』を育成する。このことによって、変化の激しい時代に生き

る子どもたちは、将来にわたって役立つ力を身につける。 

 

２）実践内容・実践の流れ・スケジュール（※図表等を使用して分かりやすく記述してもよい） 

万が一の災害時に本校は地域の避難所となる。避難された地域住民の方は、学校のどこに何があるかなど、

学校のことをあまり存じてない方も多くいらっしゃると予想さる。そこで、学校のことを一番知っているのは、

児童ではないかという点に着目し、避難所が開設されたとき、児童が支援される側ではなく、支援する側にな

ることで避難所の運営がよりスムーズにできるのではないだろうかという仮説を立て、この仮説に基づき、コ

ミュニティ・スクールとして、地域自主防災・防犯協議会の方々と協働し、平成２９年度から防災教育に取り

組みこととなった。 

 校長を中心に教員が避難所開設訓練の計画・実施に関わると共に、具体的に支援者のニーズに応じた避難場

所をどのように提供するかを事前協議し、地域との協働の第一歩とした。これらの活動の中で、コミュニティ・

スクール学校運営協議会での議論を経て、高学年の児童に避難所キッズスタッフとして一定の役割を果たすこ

とを自覚できるように防災教育を推進することの重要性を地域・保護者・学校のそれぞれの代表者の間で確認

することができた。 



 地域自主防災・防犯協議会の方をゲスト・ティーチャーとしてお迎えし、減災・防災意識の大切さについて

教えていただくとともに、4 年生では、地震時にまず自らの身を守る行動をとることの大切さを「ダンゴムシの

ポーズ」を中心に防災士の指導により学習した。 

5 年生では、避難所開設時に児童が支援される側ではなく、支援する側に立つことにより、大人たちは本当に

支援を必要としている人への支援により力を入れることが可能となること、また災害により被害により心の元

気をなくしている方にとっては児童が、キッズスタッフとして活動している姿が励みとなることなどを子ども

たちは学びとった。キッズスタッフとして、お手伝いバンダナに支援できる内容を考えるという学習では、ま

ず一人一人が自らできること・したいことを考え、そのあと４人グループでどのような意見が出たかを交流し、

最終的に自分ができる支援をバンダナにはった養生テープに書き込んだ。 

 このお手伝いバンダナは、連合自治会が避難所用品として自治会予算で購入してくださり、学校が預からせ

ていただいている。 児童は、お手伝いバンダナをまくことによって避難所キッズスタッフとして活動するこ

とを具体的にイメージできた。また、クロスロードゲームを取り入れ、実際の避難所で起きると思われる様々

な問題について、2 つの判断すべき事例（「ペットの犬をつれてきた避難者を受け入れるかどうか。」「避難者が

200 人いるがおにぎりが 100 個しか届かなかった。おにぎりを配るべきか。」）について班ごとに判断し、その

理由を考えた。 

 また、教員研修会で学んだ成果をもとに「登下校時に大地震が発生したときに、登校班のみんなをどこに誘

導するか。」を考え、校区の避難先を地図に記す学習をおこなった。このことにより、大地震の発生時の対応を

自分事として、高学年の責任として避難行動がとれるように意識を高めることにした。 

 6 年生では、昨年度の避難所キッズスタッフの学習を基盤として、実際に災害弱者となる「車いす利用者」「視

覚障碍者」「高齢者」の支援の具体策を考えるために、「車いす体験」「アイマスク体験」「高齢者の身体模擬体

験」を通して支援される側の感覚を体験した。その学習を基盤に助成金で購入させていただいた防災ヘルメッ

トをかぶり、たてわり班の班長として下級生の安全避難誘導、安全確認をどのように行うかをシミュレーショ

ンした。また防災ヘルメットをかぶりながら、クロスロードゲームを行うことでよりリアルに避難所での的確

な判断の必要性とともにもしもの時に実際に避難所を運営されている大人の活動を理解し協力できる力をみに

つけられるように指導した。 

 これらの取組をホームページや PTA 学級懇談会、コミュニティ・スクール学校運営協議会、連合自治会定例

会などを通して積極的に発信してきた。 

 

３）9 月研修会の学びの中から自校の実践に活かしたこと。研修会を受けての自校の活動の変更・改善点。 

  昨年度まで（助成金・研修受講前）と今年度の実践で変わった点。助成金の活用で可能になったこと。 

 海がない奈良県、これまで大きな自信を経験したことがない奈良県に住んでいるため、大人も子どもも震災

のことについてはどことなく他人事のような感覚が実際にあった。9 月の研修会に参加した教員が現地で学んで

きた報告を受け、改めて平時からの備えが大切であることがわかるとともに、いかにして自分事として捉える

ことができるように指導するかが課題であることが浮かび上がった。 

 そこで、「大切なものを守る」というキーワードをもとに、「大切な自分・家族・友達を守る」「高学年として、

たてわり班のメンバー・登校班のメンバーを守る」「避難所キッズスタッフとして地域の方を守る」という 3 つ

のテーマに基づき本校の減災教育を推進することにした。 

４）実践の成果 

 ①減災(防災)教育活動・プログラムの改善の視点から 

・クロスロードゲームの導入 

・これまで 5 年生と 6 年生にだけにおこなっていた地区自主防災・防犯協議会との協働による防災士からの減

災教育を 4 年生にもおこなうことができた。 



・通学路避難先マップを完成させることができた。 

・本校の減災教育の取組を保護者・地域に発信することができた。 

 

②児童生徒にとって具体的にどのような学び（変容）があり、どのような力（資質・能力・態度）を身につ

けたか。 

・座学だけでなく、体験的活動を通して、減災・防災について自分のごととしてより深く学習することができ

た。 

・地域との協働を通して、学校の教育活動への理解が進み、より積極的に参画していただいた結果、同時に子

どもたちにとっては自分たちをこれだけたくさんの地域の大人が見守ってくださっているとの理解が深まっ

た。 

 

 ③教師や保護者、地域、関係機関等（児童生徒以外）の視点から 

・子どもたちが、積極的に減災・防災について取り組み、その成果を発信することによって、地保護者や地域

全体の減災・防災意識が高まった。 

・地域と共に新しい教育活動に取り組むことで、コミュニティ・スクールとしての役割が明確となり、地域と

ともにある学校づくりをより推進することができ、地区自主防災・防犯協議会との協働がより効果的な、もの

となった。 

・教員自身も大地震での対応について自分事して捉え、命を守るために日ごろからどのように指導すべきかを

考えるようになった。 

 

５）工夫した点、実践の特徴・特筆すべき点 

・クロスロードゲームの導入 

・これまで 5 年生と 6 年生にだけにおこなっていた地区自主防災・防犯協議会との協働による減災教育を 4 年

生にもおこなう。 

・通学路避難先マップの完成 

 

６）実践から得られた教訓や課題と次年度以降の実践の改善に向けた方策や展望 

・連合自治会主催に避難所開設訓練への保護者・児童の参加率をどのように上げるか。 

・学校だけでなく地域ぐるみの減災教育をコミュニティ・学校スクールとしてどのように構築していくか。 

 

７）その他（※特にあれば記述） 

・新型コロナウィルスの感染拡大予防のために、奈良市の指針に基づき 2 月の活動報告会に参加することができませ

んでした。とっても残念です。それだけにできればこのプログラムに次年度も参加させていただきたく思っています。 

※写真や画像、補足資料などがある場合は、添付してください。写真は併せて元データ（JPEG）もご提供ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



・4 年生の防災士による減災教育の様子 

  
ダンゴムシのポーズ           落下物について学ぶ 

  
地震後の火災による煙から身を守る    ブルーシートを津波に見立ててイメージする 

 

・5 年生の減災教育の様子 

  
地区自主防災・防犯協議会の方が講師   クロスロードゲームでの話し合い 

  
避難所キッズスタッフのバンダナ     支援内容の発表 

 

 

 



・6 年生の減災教育の様子 

  
車いす体験～マットをぬかるみと想定   車いす体験～踏切版を坂道と想定 

 
アイマスク体験～食事を摂る疑似体験 

  
高齢者疑似体験～関節が動きにくくなるギブスを装着して身体の動きにくさを体験 

  
助成金で購入した防災ヘルメットをかぶり、クロスロードゲームを行う。 



  
 

（写真の元データは、1 月末に提出した実践共有資料でご提供いただいたデータと同じであれば再提出の必要はありません。） 

 


